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従来のワイヤレスから SD-Accessファブリックへの
APの移行
SD-Accessワイヤレスアーキテクチャは、ワイヤレスアクセスを SD-Accessファブリックに統合し、ファブリックおよ
び Cisco DNA Centerの自動化による利点をすべて獲得します。オーバーザトップ（OTT）ワイヤレスアーキテクチャ
は、ファブリックネットワーク上で従来のワイヤレスを実行します。

図 1 : SD-Accessワイヤレスアーキテクチャ

このガイドでは、Cisco DNA Centerを使用して従来のワイヤレスまたは OTTネットワークから Cisco SD-Accessファブ
リックネットワークに APを移行する方法について説明します。

このガイドは Cisco DNA Center 2.3.3を基準としています。手順と例は、Cisco DNA Centerのバージョンによって異な
る場合があります。
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前提条件

次の状態を確認してください。

• Cisco DNA Centerを使用して Cisco SD-Accessファブリックネットワークを設定しました。

•移行に関連するデバイスが検出され、Cisco DNA Centerインベントリで使用可能になります。

シナリオ 1：Cisco DNA Centerによって管理されていない APの移
行

このシナリオでは、APは Cisco DNA Centerによって管理されていない従来のワイヤレスネットワークに属していま
す。移行では、Cisco DNA Centerを使用して新しい Cisco SD-Accessファブリックワイヤレスコントローラを展開し、
APをファブリックワイヤレスコントローラに移行します。

手順

ステップ 1 ファブリックネットワークのネットワークプロファイルを作成し、移行するサイトに割り当てます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Design] > [Network
Profiles]を選択します。

b) [Add Profile]をクリックし、[Wireless]を選択します。

c) [Profile Name]フィールドに有効なプロファイル名を入力します。
d) [Assign]をクリックして、プロファイルにサイトを割り当てます。
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e) 必要な詳細を設定し、[Save]をクリックします。

ステップ 2 ワイヤレスファブリックネットワークの SSIDを作成し、ファブリックプロファイルに関連付けます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Design] > [Network
Settings]を選択します。

b) [Wireless]タブをクリックします。
c) 左側の階層ツリーから、[Global]を選択します。
d) [SSID]テーブルで [Add]アイコンをクリックし、[Enterprise]を選択します。

e) 必須事項を設定します。
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f) SSIDをファブリックプロファイルに関連付けます。

g) 必要な詳細を設定し、[Save]をクリックします。

ステップ 3 ワイヤレスコントローラをプロビジョニングします。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Inventory]
を選択します。

b) プロビジョニングするワイヤレスコントローラを選択します。
c) [Actions]ドロップダウンリストから、[Provision] > [Provision Device]を選択します。

5



[Select Primary Managed AP Locations]オプションで、移行するサイトを選択します。

d) その他の必要な設定を行い、[Deploy]をクリックします。

ステップ 4 ファブリックネットワークにワイヤレスコントローラを追加します。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Fabric
Sites]を選択します。

b) ファブリックサイトを選択します。
c) [Fabric Infrastructure]タブをクリックします。

d) ファブリックネットワークに追加するワイヤレスコントローラを選択します。
e) [Fabric]ウィンドウで、[Wireless]トグルボタンをクリックし、[Add]をクリックします。
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ワイヤレスコントローラがファブリックネットワークに追加されます。

ステップ 5 SSIDに IPプールを割り当てます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Fabric
Sites]を選択します。

b) ファブリックサイトを選択します。
c) [Wireless SSIDs]タブをクリックします。

d) SSIDを選択し、IPアドレスプールを割り当てます。

ステップ 6 DHCPサーバーで、ファブリックワイヤレスコントローラを指すように INFRA VNの DHCP Option 43
を設定します。

ステップ 7 従来のワイヤレスコントローラ GUIでは、APを選択し、初期設定へのリセットを実行します。

ステップ 8 APをファブリックエッジに接続します。

APは INFRA VNから IPアドレスを取得し、ファブリックワイヤレスコントローラに参加します。

ステップ 9 Cisco DNA Centerインベントリで、APが到達可能かつ管理状態であることを確認します。必要に応じ
て、ファブリックワイヤレスコントローラを再同期します。

ステップ 10 APをプロビジョニングします。
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a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Inventory]
を選択します。

b) プロビジョニングする APを選択します。
c) [Actions]ドロップダウンリストから、[Provision] > [Provision Device]を選択します。

d) その他の必要な設定を行い、[Deploy]をクリックします。

ステップ 11 ステップ 8～ 10を繰り返し、残りの APを移行します。

次のタスク

ファブリックエッジノードに移行されたすべてのAPのアクセストンネルがあり、APがファブリックワイヤレスコン
トローラでファブリック対応として表示されていることを確認します。

APがファブリック SSIDをブロードキャストしていることを確認します。run show dot11 wlanコマンドを使用して、
APの SSIDステータスを確認できます。 SSIDは up状態である必要があります。

シナリオ 2：（Cisco DNA Centerによって管理されている）ローカ
ルモードの APの移行
このシナリオでは、APは Cisco DNA Centerによって管理される従来のまたは OTTのワイヤレスコントローラに属し
ています。移行では、Cisco DNA Centerを使用して新しい Cisco SD-Accessファブリックワイヤレスコントローラを展
開し、APをファブリックワイヤレスコントローラに移行します。このシナリオでは、APがすでに INFRA VNの一部
であり、ファブリックエッジに接続されており、ローカルモード（セントラルスイッチング）であることを前提とし

ています。

始める前に

APがファブリックエッジノードに接続されていることを確認します。

このシナリオでは、従来のまたはOTTのワイヤレスコントローラがすでにファブリックサイトを管理しているため、
ネットワーク階層の下に 2つのビルディングを作成する必要があります。1つは OTTワイヤレスコントローラ用、も
う 1つはファブリックワイヤレスコントローラ用です。たとえば、ビルディング 1が OTTワイヤレスコントローラ
用、ビルディング 2がファブリックワイヤレスコントローラ用になります。これらのビルディングは、ワイヤレスコ
ントローラをプロビジョニングするための移行プロセス中に一時的に使用されます。

手順

ステップ 1 ファブリックネットワークのネットワークプロファイルを作成し、ファブリックワイヤレスコントロー

ラ用に作成された新しいサイト（ビルディング 2）に割り当てます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Design] > [Network
Profiles]を選択します。

b) [Add Profile]をクリックし、[Wireless]を選択します。
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c) [Profile Name]フィールドに有効なプロファイル名を入力します。
d) [Assign]をクリックして、プロファイルにサイトを割り当てます。

ファブリックワイヤレスコントローラ用に作成されたサイト（ビルディング 2）を選択します。

e) 必要な詳細を設定し、[Save]をクリックします。

ステップ 2 ワイヤレスファブリックネットワークの SSIDを作成し、ファブリックプロファイルに関連付けます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Design] > [Network
Settings]を選択します。

b) [Wireless]タブをクリックします。
c) 左側の階層ツリーから、[Global]を選択します。
d) [SSID]テーブルで [Add]アイコンをクリックし、[Enterprise]を選択します。
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e) 必須事項を設定します。

f) SSIDをファブリックプロファイルに関連付けます。

10



g) 必要な詳細を設定し、[Save]をクリックします。

ステップ 3 ファブリックワイヤレスコントローラのプロビジョニングを行います。

プロビジョニングの前に、OTTワイヤレスコントローラの管理対象ロケーションにファブ
リックワイヤレスコントローラ用に作成された新しいサイト（ビルディング 2）があるかど
うかを確認します。存在する場合は、OTTワイヤレスコントローラからサイトを削除し、新
しいサイト（ビルディング 2）をファブリックワイヤレスコントローラに追加する前に再プ
ロビジョニングします。

（注）

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Inventory]
を選択します。

b) プロビジョニングするワイヤレスコントローラを選択します。
c) [Actions]ドロップダウンリストから、[Provision] > [Provision Device]を選択します。

[Select Primary Managed AP Locations]オプションを使用して、ファブリックコントローラ用に作成
された新しいサイト（ビルディング 2）を選択します。
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d) その他の必要な設定を行い、[Deploy]をクリックします。

ステップ 4 ファブリックワイヤレスコントローラをファブリックネットワークに追加します。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Fabric
Sites]を選択します。

b) ファブリックサイトを選択します。
c) [Fabric Infrastructure]タブをクリックします。

d) ファブリックネットワークに追加するワイヤレスコントローラを選択します。
e) [Fabric]ウィンドウで、[Wireless]トグルボタンをクリックし、[Add]をクリックします。

ワイヤレスコントローラがファブリックネットワークに追加されます。

ステップ 5 SSIDに IPプールを割り当てます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Fabric
Sites]を選択します。

b) ファブリックサイトを選択します。
c) [Wireless SSIDs]タブをクリックします。
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d) SSIDを選択し、IPアドレスプールを割り当てます。

ステップ 6 DHCPサーバーで、ファブリックワイヤレスコントローラを指すように INFRA VNの DHCP Option 43
を設定します。

ステップ 7 ワイヤレスコントローラ GUIで、APを選択し、初期設定へのリセットを実行します。

APが再起動して、INFRA VNから IPアドレスを取得し、ファブリックワイヤレスコントローラに参加
します。

ステップ 8 Cisco DNA Centerインベントリで、APが到達可能かつ管理状態であることを確認します。必要に応じ
て、ファブリックワイヤレスコントローラを再同期します。

ステップ 9 Cisco DNA Centerのアクセスポイントの設定ワークフローを使用して、残りの APを移行します。

a) CiscoDNACenterのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Workflows]> [Configure
Access Points]を選択します。

b) [Configure AP And Radio Parameters]ラジオボタンをクリックし、[Configure AP Parameters]オプ
ションを選択します。

c) ファブリックワイヤレスコントローラをプライマリコントローラ、OTTワイヤレスコントローラを
セカンダリコントローラとして設定します。

d) 必要に応じて他の APパラメータを設定し、ワークフローを完了します。
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ステップ 10 ファブリックワイヤレスコントローラGUIにログインし、APがワイヤレスコントローラに参加してい
ることを確認します。

ステップ 11 Cisco DNA Center GUIでファブリックと OTTワイヤレスコントローラを再同期します。

ステップ 12 移行するサイトを削除し、管理対象APの場所に新しいサイト（ビルディング 1）を割り当てることで、
OTTワイヤレスコントローラをプロビジョニングします。

ステップ 13 ファブリックプロファイルで移行するサイトを割り当てます。

ステップ 14 移行するサイトを追加し、管理対象APの場所から新しいサイト（ビルディング 2）を削除することで、
ファブリックワイヤレスコントローラをプロビジョニングします。

ステップ 15 移行した APをプロビジョニングします。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Inventory]
を選択します。

b) プロビジョニングする APを選択します。
c) [Actions]ドロップダウンリストから、[Provision] > [Provision Device]を選択します。

d) 必要な設定を行い、[Deploy]をクリックします。

APに正しいサイトタグ、RFタグ、およびポリシータグがあることを確認します。

ステップ 16 必要に応じて、上記の手順を使用して追加のサイトを移行します。

ステップ 17 OTTワイヤレスコントローラの下のすべてのサイトを移行した後、Cisco DNACenterからOTTワイヤレ
スコントローラを削除し、作成された一時サイト（ビルディング 1とビルディング 2）を削除します。

次のタスク

ファブリックエッジノードのすべてのファブリック APにアクセストンネルがあり、APがファブリックワイヤレスコ
ントローラでファブリック対応として表示されていることを確認します。

APがファブリック SSIDをブロードキャストしていることを確認します。run show dot11 wlanコマンドを使用して、
APの SSIDステータスを確認できます。 SSIDは up状態である必要があります。

シナリオ 3：（Cisco DNA Centerによって管理されている）フレッ
クスモードの APの移行
このシナリオでは、APは Cisco DNA Centerによって管理される従来のまたは OTTのワイヤレスコントローラに属し
ています。移行では、Cisco DNA Centerを使用して新しい Cisco SD-Accessファブリックワイヤレスコントローラを展
開し、APをファブリックワイヤレスコントローラに移行します。このシナリオでは、APがすでに INFRA VNの一部
であり、ファブリックエッジに接続されており、FlexConnectモード（ローカルスイッチング）であることを前提とし
ています。

始める前に

APがファブリックエッジノードに接続されていることを確認します。

14



このシナリオでは、従来のまたはOTTのワイヤレスコントローラがすでにファブリックサイトを管理しているため、
ネットワーク階層の下に 2つのビルディングを作成する必要があります。1つは OTTワイヤレスコントローラ用、も
う 1つはファブリックワイヤレスコントローラ用です。たとえば、ビルディング 1が OTTワイヤレスコントローラ
用、ビルディング 2がファブリックワイヤレスコントローラ用になります。これらのビルディングは、ワイヤレスコ
ントローラをプロビジョニングするための移行プロセス中に一時的に使用されます。

手順

ステップ 1 ファブリックネットワークのネットワークプロファイルを作成し、ファブリックワイヤレスコントロー

ラ用に作成された新しいサイト（ビルディング 2）に割り当てます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Design] > [Network
Profiles]を選択します。

b) [Add Profile]をクリックし、[Wireless]を選択します。

c) [Profile Name]フィールドに有効なプロファイル名を入力します。
d) [Assign]をクリックして、プロファイルにサイトを割り当てます。

ファブリックワイヤレスコントローラ用に作成されたサイト（ビルディング 2）を選択します。
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e) 必要な詳細を設定し、[Save]をクリックします。

ステップ 2 ワイヤレスファブリックネットワークの SSIDを作成し、ファブリックプロファイルに関連付けます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Design] > [Network
Settings]を選択します。

b) [Wireless]タブをクリックします。
c) 左側の階層ツリーから、[Global]を選択します。
d) [SSID]テーブルで [Add]アイコンをクリックし、[Enterprise]を選択します。

e) 必須事項を設定します。
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f) SSIDをファブリックプロファイルに関連付けます。

g) 必要な詳細を設定し、[Save]をクリックします。

ステップ 3 ファブリックワイヤレスコントローラのプロビジョニングを行います。

プロビジョニングの前に、OTTワイヤレスコントローラの管理対象ロケーションにファブ
リックワイヤレスコントローラ用に作成された新しいサイト（ビルディング 2）があるかど
うかを確認します。存在する場合は、OTTワイヤレスコントローラからサイトを削除し、新
しいサイト（ビルディング 2）をファブリックワイヤレスコントローラに追加する前に再プ
ロビジョニングします。

（注）

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Inventory]
を選択します。

b) プロビジョニングするワイヤレスコントローラを選択します。
c) [Actions]ドロップダウンリストから、[Provision] > [Provision Device]を選択します。
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[Select Primary Managed AP Locations]オプションを使用して、ファブリックコントローラ用に作成
された新しいサイト（ビルディング 2）を選択します。

d) その他の必要な設定を行い、[Deploy]をクリックします。

ステップ 4 ファブリックワイヤレスコントローラをファブリックネットワークに追加します。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Fabric
Sites]を選択します。

b) ファブリックサイトを選択します。
c) [Fabric Infrastructure]タブをクリックします。

d) ファブリックネットワークに追加するワイヤレスコントローラを選択します。
e) [Fabric]ウィンドウで、[Wireless]トグルボタンをクリックし、[Add]をクリックします。
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ワイヤレスコントローラがファブリックネットワークに追加されます。

ステップ 5 SSIDに IPプールを割り当てます。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Fabric
Sites]を選択します。

b) ファブリックサイトを選択します。
c) [Wireless SSIDs]タブをクリックします。

d) SSIDを選択し、IPアドレスプールを割り当てます。

ステップ 6 DHCPサーバーで、ファブリックワイヤレスコントローラを指すように INFRA VNの DHCP Option 43
を設定します。

ステップ 7 ワイヤレスコントローラ GUIで、APを選択し、初期設定へのリセットを実行します。

ステップ 8 スイッチで default int <>コマンドを使用して、APスイッチポートをデフォルト値に設定します。

APが再起動して、INFRA VNから IPアドレスを取得し、ファブリックワイヤレスコントローラに参加
します。

ステップ 9 Cisco DNA Centerインベントリで、APが到達可能かつ管理状態であることを確認します。必要に応じ
て、ファブリックワイヤレスコントローラを再同期します。

19



ステップ 10 Cisco DNA Centerのアクセスポイントの設定ワークフローを使用して、残りの APを移行します。

a) CiscoDNACenterのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Workflows]> [Configure
Access Points]を選択します。

b) [Configure AP And Radio Parameters]ラジオボタンをクリックし、[Configure AP Parameters]オプ
ションを選択します。

c) ファブリックワイヤレスコントローラをプライマリコントローラ、OTTワイヤレスコントローラを
セカンダリコントローラとして設定します。

d) 必要に応じて他の APパラメータを設定し、ワークフローを完了します。

ステップ 11 APスイッチポートをデフォルト値に設定します。

一括設定の場合は、Cisco DNA Centerテンプレートを使用します。

ステップ 12 ファブリックワイヤレスコントローラGUIにログインし、APがワイヤレスコントローラに参加してい
ることを確認します。

ステップ 13 Cisco DNA Center GUIでファブリックと OTTワイヤレスコントローラを再同期します。

ステップ 14 移行するサイトを削除し、管理対象APの場所に新しいサイト（ビルディング 1）を割り当てることで、
OTTワイヤレスコントローラをプロビジョニングします。

ステップ 15 ファブリックプロファイルで移行するサイトを割り当てます。

ステップ 16 移行するサイトを追加し、管理対象APの場所から新しいサイト（ビルディング 2）を削除することで、
ファブリックワイヤレスコントローラをプロビジョニングします。

ステップ 17 移行した APをプロビジョニングします。

a) Cisco DNA Centerのホームページで、メニューアイコンをクリックして選択 [Provision] > [Inventory]
を選択します。

b) プロビジョニングする APを選択します。
c) [Actions]ドロップダウンリストから、[Provision] > [Provision Device]を選択します。

d) フロアを選択し、その他の必要な設定を行います。
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e) [展開（Deploy）]をクリックします。

APに正しいサイトタグ、RFタグ、およびポリシータグがあることを確認します。

ステップ 18 必要に応じて、上記の手順を使用して追加のサイトを移行します。

ステップ 19 OTTワイヤレスコントローラの下のすべてのサイトを移行した後、Cisco DNACenterからOTTワイヤレ
スコントローラを削除し、作成された一時サイト（ビルディング 1とビルディング 2）を削除します。

ステップ 20 すべてのファブリックエッジから不要な VLANを削除します。

このタスクには Cisco DNA Centerテンプレートを使用できます。

次のタスク

ファブリックエッジノードのすべてのファブリック APにアクセストンネルがあり、APがファブリックワイヤレスコ
ントローラでファブリック対応として表示されていることを確認します。

APがファブリック SSIDをブロードキャストしていることを確認します。run show dot11 wlanコマンドを使用して、
APの SSIDステータスを確認できます。SSIDは up状態である必要があります。
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